
 
 

原 子 燃 料 工 業 株 式 会 社  東 海 事 業 所  

 

１ ．  平 成 ２ ６ 年 度 の 事 業 計 画 概 要  

（ １ ）  Ｂ Ｗ Ｒ 燃 料 の 製 造   

平 成 ２ ５ 年 度 の 製 造 量 は 平 成 ２ ４ 年 度 と ほ ぼ 同 程 度

（ 震 災 前 の 約 4 割 ） で す が 、 平 成 ２ ６ 年 度 の 製 造 量

は 未 定 で あ り 、 客 先 と 調 整 中 で す 。  

 

（ ２ ）  Ｈ Ｔ Ｔ Ｒ （ 高 温 工 学 試 験 研 究 炉 ） 燃 料 の 製 造   

平 成 ２ ６ 年 度 は 、Ｈ Ｔ Ｔ Ｒ 向 け 製 品 の 製 造 計 画 は あ り

ま せ ん が 、試 験 、研 究 の た め の 少 量 の 生 産 を 計 画 し て

お り ま す 。  

 

２ ．  安 全 協 定 第 ５ 条 に 係 る 新 増 設 計 画   

 原 子 燃 料 加 工 施 設  

（ 概  要 ）  

 当 社 で は 、 長 期 的 な 燃 料 需 要 の 落 ち 込 み を 鑑 み 、

さ ら な る 効 率 的 な 燃 料 製 造 を 実 現 す る た め 、 現 在 熊

取 事 業 所 （ 大 阪 府 泉 南 郡 熊 取 町 ） で 製 造 し て い る Ｐ

Ｗ Ｒ 用 燃 料 を 、 平 成 30 ( 2 0 1 8 )年 度 を 目 標 に 東 海 事 業

所 で 製 造 す る こ と を 計 画 し て お り ま す 。  

 

 本 計 画 の 概 要 は 以 下 の 通 り で す 。  

1 )  東 海 事 業 所 で 従 来 の Ｂ Ｗ Ｒ 燃 料 に 加 え て Ｐ Ｗ Ｒ

燃 料 も 製 造 し ま す 。 こ れ に よ り 、 燃 料 集 合 体 の 製

造 能 力 が 25 0ｔ U か ら 3 5 0ｔ U に 増 強 と な り ま す 。  

2 )  東 海 事 業 所 で の Ｐ Ｗ Ｒ 燃 料 の 製 造 ・ 出 荷 開 始 は 平

成 30 ( 2 0 1 8 )年 度 を 目 標 と し ま す 。  

3 )  東 海 事 業 所 に 新 た に 工 場 建 屋 を 建 設 す る の で は



 
 

無 く 、 既 存 の 建 屋 の 中 に Ｐ Ｗ Ｒ 燃 料 製 造 の た め の

設 備 を 増 設 す る も の で す 。 な お 、 増 設 す る 設 備 は

熊 取 事 業 所 で 実 績 の あ る も の を ベ ー ス と し ま す 。  

4 )  上 記 の Ｐ Ｗ Ｒ 燃 料 製 造 の た め 、新 増 設 設 備 及 び 被

ば く 評 価 等 の 加 工 事 業 許 可 変 更 が 必 要 と な り ま す 。 

5 )  東 海 事 業 所 施 設 の 安 全 性 は 、新 規 制 基 準 へ の 対 応

を 行 う 事 に よ り 十 分 確 保 し ま す 。  

 

平 成 2 6 年 度 は 、 上 記 新 増 設 に 関 わ る 加 工 事 業 変 更 許

可 申 請 を 行 う 予 定 で す 。  

 

－ 以  上 －  

 


